
（ １ 月 ）新型コロナの規制緩和により、海外からの観光客も増え賑わいをみせ、国内の冠
婚葬祭も以前に戻りつつあるが、依然、原油高と円安による影響が大きく、輸入
品の数量が増量しない為、全般高値ではあるが、数量が増えない。

１４，４７５ 本
５，５５３，４１５ 円

数　量
金　額

（　　　　　３．３％）の増
（　　　　１３．７％）の増

（ ２ 月 ）円安の為、輸入品が減少し、また、国内では原油高と電気代の値上げで、思うよ
うに暖房できず、結果、開花時期がずれ込み、入荷量が減少し、全般に高値とな
った。

３０，５６８ 本
１０，４２４，４３７ 円

数　量
金　額

（　　　　　６．２％）の減
（　　　　２５．１％）の増

（ ３ 月 ）コロナウィルスの規制緩和により、日常生活が回復し色々なイベントも制限なく
行われるようになり、それに伴い花の需要も少しではるが回復の兆しが見えてき
た。

１３，２１９ 本
３，１２８，３９８ 円

数　量
金　額

（　　　　　１．６％）の増
（　　　　　４．１％）の増

（ ４ 月 ）運送運賃の値上げに伴い、一層市況に敏感になり集荷がしずらい状況になってき
た。

５１，９６４ 本
９，０５６，２７５ 円

数　量
金　額

（　　　　　８．０％）の減
（　　　　１４．８％）の減

（ ５ 月 ）今春の気温高で県内で１３，０００本、県外で１８，０００本の増量、切花は母
の日需要も鈍く残念な結果となったが、鉢物は春が早まったのか、活発な動きと
なった。

３１，２２５ 本
１０，０３１，７８３ 円

数　量
金　額

（　　　　　４．８％）の増
（　　　　１５．４％）の減

（ ６ 月 ）切り花は東北絆祭り等のイベント需要で、それまでの軟調だった動きから持ち直
した兆しが見られた。
鉢物は公共事業等の植込み等で注文が集中した。
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３３，６２１ 本
１，６７０，６２７ 円

数　量
金　額

（　　　　　５．１％）の減
（　　　　　３．１％）の減



（ ７ 月 ）春からの気温高により鉢物も前進化し、７月に入り地物の鉢物も相当数の減少が
見られた。
切花も前進化した品目と遅く開花し７月にズレ込んだ品目も見られ、全体的に短
丈品が多く見られた。

５５，１０１ 本
５０１，７３１ 円

数　量
金　額

（　　　　１０．１％）の増
（　　　　　１．１％）の増

（ ８ 月 ）高温続きで、県内の鉢物は早々に切り上がった。
切花は何とかお盆用まで残ったが、全般的に短丈品が多く見られた。

１５３，４５７ 本
１３，６３６，５６３ 円

数　量
金　額

（　　　　１３．３％）の減
（　　　　１２．９％）の減

（ ９ 月 ）県内産で４９，０００本の減少、県外産は７５，０００本の減少で合計１２４，
０００本の減少となった。
国内産は猛暑の影響で、輸入品は円安と輸送費の高騰による減少と思われる。

１２３，９９５ 本
３１４，９０９ 円

数　量
金　額

（　　　　１５．６％）の減
（　　　　　０．５％）の増

（ １ ０ 月 ）夏の猛暑と長引く残暑の影響で短丈品や茎の弱い軟弱品目が多く上物品が少なか
った。
暖地物も上記の理由で上物品が少ない為、出荷を制限している。

５４，９７０ 本
８，８９８，８２１ 円

数　量
金　額

（　　　　　９．７％）の減
（　　　　１４．６％）の減

（ １ １ 月 ）１１月以降の秋冬期間向けに国内産も出始めてきたが、７月～１１月までの定植
期から出荷時期までの気温高により短丈やボリューム不足な物が多く、価格に反
映された。
業務需要頼りで、一般小売りの低迷で前年同月より２円安となった。

６１，５５５ 本
６，９４１，９６５ 円

数　量
金　額

（　　　　１１．６％）の減
（　　　　１３．９％）の減

（ １ ２ 月 ）遅れて開花した品目が一斉に出始めた為、まず中央市場の相場が崩れ、地方市場
に広がり、当市場も最後まで価格が上向くことはなかった。
円安ではあるが昨年より輸入品の出回りが良く、切花は前年同月比９％の増量に
なった。

６５，９０７ 本
２，９５６，９１９ 円

数　量
金　額

（　　　　　７．７％）の増
（　　　　　３．４％）の増
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